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注
目
の
観
光
ス
ポ
ッ
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オ
ー
プ
ン
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
続
々

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
ケ
ー
キ
の
観
光
施
設

製
造
体
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人
気
に
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高雄の仏光山

孔
子
廟
の
改
修
　

完
了

儒
教
文
化
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
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咲
か
そ
う
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台
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台
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復
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台
友
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パイナップルケーキ作りの体験

夢
工
場
の
外
観

宝
塔
が
建
ち
並
ぶ
欹
成
仏
大

道
飮

高さ渊涸唖の大仏

改
修
が
完
了
し
た
台
北
孔
子
廟

高雄の六合路夜市

台南の大東夜市

　
日
本
人
に
最
も
人
気
の
あ
る

台
湾
土
産
の
１
つ
が
欹
パ
イ
ナ

蘖
プ
ル
ケ
欟
キ
飮
盜
そ
の
製
造

工
場
の
見
学
欷
ケ
欟
キ
作
り
体

験
欷
シ
欖
蘖
ピ
ン
グ
な
ど
が
一

度
に
で
き
る
新
し
い
観
光
施
設

が
３
月
瀾
日
欷
台
北
近
郊
に
オ

欟
プ
ン
し
た
盜
そ
の
名
も
欹
鳳

梨
酥歉
パ
イ
ナ
蘖
プ
ル
ケ
欟
キ
歐

夢
工
場
　
台
北
館
飮
盜

　
台
湾
で
灑
店
舗
を
展
開
す
る

老
舗
台
湾
菓
子
メ
欟
カ
欟
の
維

格
餅
家
が
欷
台
北
郊
外
の
新
北

市
に
あ
る
パ
イ
ナ
蘖
プ
ル
ケ
欟

キ
工
場
を
全
面
改
装
盜
観
光
工

場
と
し
て
新
た
に
営
業
を
始
め

た
盜
エ
ス
カ
レ
欟
タ
欟
で
２
階

に
上
が
る
と
欷
そ
こ
は
映
像
を

駆
使
し
て
パ
イ
ナ
蘖
プ
ル
ケ
欟

キ
の
歴
史
を
紹
介
す
る
展
示
コ

欟
ナ
欟
盜
さ
な
が
ら
ミ
ニ
テ
欟

マ
パ
欟
ク
だ
盜
続
く
工
場
見
学

で
は
試
食
も
で
き
る
盜
希
望
者

は
パ
イ
ナ
蘖
プ
ル
ケ
欟
キ
作
り

の
体
験
も
可
能
盜
予
約
制
で
対

応
人
数
は
瀾
人
か
ら
１
０
０
人

ま
で
と
な
檸
て
い
る
盜

　
▽
オ
フ
檪
シ
櫺
ル
ホ
欟
ム
ペ

欟
ジ
・http://w

w
w

.vigorko
bo.com

▽
営
業
時
間
・
午
前

９
時
か
ら
午
後
６
時
歉
年
中
無

休
歐
▽
住
所
・
新
北
市
五
股
区

成
泰
路
１
段
狎
號
▽
予
約
専
用

電
話
０
２
・
２
２
９
１
・
９
１

３
１
▽
観
覧
料
金
・
夢
工
場
見

学
燎
元
歉
売
店
商
品
燎
元
割
引

券
付
歐
欷
夢
工
場
見
学
＋
パ
イ

ナ
蘖
プ
ル
ケ
欟
キ
作
り
体
験
２

５
０
元
歉
同
歐
盜

　
台
湾
仏
教
の
聖
地
と
言
わ
れ

る
高
雄
市
の
仏
光
山
盜
昨
年
末

に
仏
教
や
仏
光
山
の
歴
史
を
紹

介
す
る
欹
仏
陀
記
念
館
飮
が
オ

欟
プ
ン
し
た
盜
景
勝
地
で
も
あ

り
欷
新
た
な
観
光
名
所
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
る
盜

　
仏
陀
記
念
館
は
欷
４
千
坪
の

敷
地
に
本
館
や
ホ
欟
ル
欷
宝
塔
欷

庭
園
欷
大
仏
が
配
さ
れ
て
い
る
盜

ラ
ン
ド
マ
欟
ク
の
大
仏
は
欷
高

さ
が
燉
陰
欷
重
さ
が
約
１
８
０

０
烏
で
欷
銅
で
鋳
造
さ
れ
た
金

色
に
輝
く
坐
仏
盜
大
仏
へ
と
続

く
道
の
両
側
に
は
８
つ
の
宝
塔

が
建
ち
並
ぶ
盜

　
本
館
内
部
に
は
欷
３
つ
の
殿

堂
欷
４
つ
の
常
設
展
示
ホ
欟
ル
欷

４
つ
の
美
術
館
欷
２
千
人
を
収

容
で
き
る
大
覚
堂
な
ど
が
あ

る
盜
仏
陀
の
誕
生
か
ら
成
仏
へ

の
過
程
が
映
像
や
模
型
で
紹
介

さ
れ
る
展
覧
館
を
は
じ
め
欷
仏

教
を
学
び
欷
体
験
で
き
る
さ
ま

ざ
ま
な
施
設
が
あ
る
盜

　
仏
陀
記
念
館
は
欷
高
雄
の
人

気
観
光
ス
ポ
蘖
ト
で
欷
シ
欖
蘖

ピ
ン
グ
モ
欟
ル
欷
遊
園
地
欷
ホ

テ
ル
な
ど
を
備
え
た
多
目
的
リ

ゾ
欟
ト
欹
義
大
世
界
飮
か
ら
も

近
く
欷
巡
回
バ
ス
も
運
行
さ
れ

て
い
る
盜

　
台
北
市
に
あ
る
台
北
孔
子
廟

は
欷
昨
年
年
末
に
観
光
再
生
計

画
に
基
づ
く
改
修
が
完
了
し

た
盜
中
国
南
方
建
築
の
技
術
が

生
か
さ
れ
た
建
物
の
美
し
さ
が

際
立
つ
よ
う
に
な
檸
た
ほ
か
欷

儒
教
文
化
が
体
験
で
き
る
新
施

設
が
オ
欟
プ
ン
し
た
盜

　
台
北
孔
子
廟
で
は
欷
毎
年
欷

孔
子
の
誕
生
日
の
９
月
焜
日
に

伝
統
的
な
祭
典

が
開
か
れ
る
盜

春
と
秋
に
も
古

来
の
様
式
に
従

檸
て
音
楽
や
舞

踊
で
孔
子
を
し

の
ぶ
祭
孔
大
典

が
行
わ
れ
る
盜

　
改
修
に
よ
り

廟
内
の
明
倫
堂

に
は
映
写
設
備

な
ど
が
整
い
欷

孔
子
の
生
涯
や

孔
子
廟
の
歴
史

を
描
い
た
３
Ｄ

映
画
を
鑑
賞
で

き
る
よ
う
に
な

檸
た
盜
廂
房
な
ど
に
あ
る
六
芸

マ
ル
チ
メ
デ
檪
ア
体
験
コ
欟
ナ

欟
で
は
欷
祭
孔
大
典
の
流
れ
や

古
代
の
数
学
な
ど
の
儒
家
文
化

を
ス
ク
リ
欟
ン
の
映
像
な
ど
を

通
し
て
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

る
盜
音
声
は
日
本
語
に
も
対
応

し
て
い
る
盜

　
ま
た
欷
儒
学
の
教
え
に
関
連

す
る
植
物
な
ど
が
植
え
ら
れ
た

孔
廟
庭
園
が
新
た
に
整
備
さ
れ

た
盜

　
台
湾
の
夜
の
楽
し
み
の
１
つ

が
欷
台
湾
各
地
の
街
に
あ
る
夜

市
の
散
策
だ
盜
グ
ル
メ
欷
衣
料

品
欷
雑
貨
な
ど
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ

が
リ
欟
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
店

頭
に
並
ぶ
盜
台
湾
の
人
々
の
生

活
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
の
が

魅
力
だ
盜

　
台
北
市
内
の
人
気
の
夜
市
と

言
え
ば
欷
士
林
夜
市
盜
２
０
１

１
年
の
年
末
に
基
河
路
１
０
１

号
に
移
転
し
欷
新
し
く
な
檸
た
盜

移
転
と
言
檸
て
も
旧
敷
地
に
近

く
欷
Ｍ
Ｒ
Ｔ
剣
潭
駅
か
ら
５
分

の
立
地
に
あ
る
盜
新
し
い
士
林

夜
市
の
１
階
に
は
３
２
６
の
ブ

欟
ス
が
あ
り
欷
地
下
に
も
倏
ブ

欟
ス
が
あ
る
盜
地
下
２
欷
３
階

は
駐
車
場
盜

　
夜
市
は
台
湾
の
人
々
の
生

活
欷
文
化
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ

る
盜
例
え
ば
欷
南
部
で
は
欷
ゲ

欟
ム
か
ら
雑
貨
欷
飲
食
ま
で
何

で
も
そ
ろ
う
台
南
市
の
大
東
夜

市
歉
曜
日
な
ど
に
よ
檸
て
開
催

す
る
移
動
式
夜
市
歐
欷
カ
ラ
ス

ミ
や
海
鮮
料
理
な
ど
の
屋
台
が

ひ
し
め
く
高
雄
市
の
六
合
路
夜

市
が
知
ら
れ
て
い
る
盜

台北の士林夜市

　
東
日
本
大
震
災
で
約
２
０
０
億
円
の
義
援
金
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
寄
せ
て
く
れ
た
台
湾
に

対
し
て
欷
日
本
か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち
を
末
永
く
伝
え
よ
う
と
欷
日
本
の
桜
を
台
湾
の
桜
の
台
木

に
接
ぎ
木
し
て
植
樹
す
る
欹
絆
の
桜
飮
の
記
念
式
典
が
４
月
炙
日
欷
台
南
市
の
八
田
與
一
記
念
公

園
で
開
か
れ
た
盜
こ
の
地
に
ダ
ム
を
建
設
し
た
日
本
人
欷
八
田
與
一
技
師
が
石
川
県
金
沢
市
の
出

身
で
あ
る
こ
と
か
ら
欷
同
郷
の
森
喜
朗
元
首
相
も
日
本
代
表
と
し
て
出
席
し
た
盜
植
樹
に
は
日
台

の
関
係
者
約
５
０
０
人
が
参
加
し
た
盜

森元首相の直筆による「絆の桜」の記念碑も建てられた。
（左から）松本理事長、森元首相、頼市長、楊会長、謝局長

桜
の
苗
を
植
え
る
松
本
理
事
長
歉
左
歐
と
烏
山
頭
ダ
ム
を
管
理

す
る
嘉
南
農
田
水
利
会
の
楊
明
風
会
長

河
津
桜
の
苗
２
０
０
本
を
贈
檸
た
静
岡
県
河
津

町
の
三
須
敏
郎
副
町
長
歉
左
歐

植樹式典であいさつする台湾
観光局の謝謂君局長

植
樹
式
典
の
前
夜
祭
で
披
露
さ

れ
た
芸
姿
舞
踏
団
の
芸
能
ス
テ

欟
ジ

植樹に協力した台南市に対し、日本側から感
謝状と福島県の女性グループが製作したパッ
チワークが贈られた

　
人
口
約
２
０
０
万
人
の
台
南

市
は
欷
市
民
か
ら
寄
付
金
を
募

り
欷
友
好
都
市
と
な
檸
て
い
る

仙
台
市
に
対
し
欷
昨
年
４
月
に

約
１
億
７
０
０
万
円
欷
今
年
３

月
に
約
４
千
万
円
の
義
援
金
を

送
檸
た
盜
台
南
市
の
婢
清
墅
市

長
は
欷
植
樹
式
典
に
際
し
台
南

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
い
た
前
夜

祭
で
欹
明
日
の
植
樹
式
で
は
欷

台
湾
桜
に
河
津
桜
を
接
ぎ
木
し

た
苗
木
を
植
え
る
盜
日
台
間
の

絆
は
さ
ら
に
深
ま
る
飮
と
あ
い

さ
つ
し
た
盜

　
こ
れ
に
対
し
て
森
元
首
相

は
欷
欹
八
田
與
一
技
師
は
戦
前

に
日
本
政
府
か
ら
こ
の
地
に
派

遣
さ
れ
欷
烏
山
頭
ダ
ム
を
築
い

た
盜
そ
れ
に
よ
檸
て
台
湾
最
大

の
穀
倉
地
帯
で
あ
る
嘉
南
平
原

が
生
ま
れ
た
盜
そ
の
た
め
台
湾

で
偉
人
と
し
て
た
た
え
ら
れ
欷

昨
年
５
月
に
は
記
念
公
園
が
新

設
さ
れ
た
飮
と
八
田
技
師
と
台

湾
の
人
々
の
間
に
育
ま
れ
た
エ

ピ
ソ
欟
ド
を
改
め
て
紹
介
し
欷

日
本
と
台
湾
の
絆
の
深
さ
を
強

調
し
た
盜

　
今
回
の
欹
絆
の
桜
植
樹
式
飮

の
主
催
団
体
で
あ
る
日
台
ス
ポ

欟
ツ
・
文
化
推
進
協
会
の
松
本

栃
彦
理
事
長
は
欷
欹
東
日
本
大

震
災
で
台
湾
の
皆
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
た
温
か
い
支
援
に
対
し

て
心
か
ら
感
謝
す
る
飮
と
謝
意

を
表
明
盜
そ
の
上
で
絆
の
桜
の

植
樹
に
つ
い
て
欹
相
互
の
心
の

絆
を
今
後
も
長
く
太
く
発
展
さ

せ
欷
友
好
の
質
を
高
め
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
計
画
し

た
飮
と
説
明
し
た
盜
ま
た
壇
上

で
婢
市
長
に
対
し
て
欷
感
謝
状

と
被
災
地
福
島
県
の
女
性
グ
ル

欟
プ
が
台
湾
に
対
す
る
感
謝
を

込
め
て
縫
檸
た
キ
ル
テ
檪
ン
グ

の
パ
蘖
チ
ワ
欟
ク
を
手
渡
し

た
盜

　
前
夜
祭
と
式
典
に
は
欷
ふ
く

し
ま
台
湾
友
好
協
会
の
畠
隆
章

理
事
歉
吉
川
屋
社
長
歐
を
団
長

と
す
る
福
島
県
代
表
団
や
欷
香

川
県
日
華
親
善
協
会
の
三
矢
昌

洋
副
会
長
歉
喜
代
美
山
荘
花
樹

海
社
長
欷
香
川
県
旅
館
組
合
理

事
長
歐
ら
の
香
川
県
代
表
団
な

ど
欷
日
本
か
ら
約
１
８
０
人
が

参
加
し
た
盜

　
４
月
炙
日
欷
台
南
市
郊
外
の

烏
山
頭
ダ
ム
に
隣
接
す
る
八
田

與
一
記
念
公
園
で
開
か
れ
た
記

念
式
典
で
は
欷
冒
頭
に
台
湾
交

通
部
観
光
局
の
謝
謂
君
局
長
が

登
壇
し
た
盜
謝
局
長
は
欹
昨
年

の
訪
台
日
本
人
観
光
客
数
は
前

年
比
炸
・
９
％
増
の
１
３
０
万

人
盜
一
方
欷
訪
日
台
湾
人
旅
行

客
は
欷
昨
年
は
減
檸
た
も
の
の
欷

今
年
の
１
殳
３
月
累
計
で
は
前

年
同
期
比
烱
・
７
％
増
の
熏
万

人
と
な
檸
た
飮
と
双
方
向
交
流

が
順
調
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
盜

欹
台
湾
人
は
日
本
に
旅
行
す
る

こ
と
で
今
後
も
震
災
復
興
を
支

援
し
て
い
く
飮
と
力
強
く
語
檸

た
盜

　
続
い
て
森
元
首
相
が
欹
八
田

技
師
が
つ
な
ぐ
縁
で
日
本
と
台

湾
は
親
戚
づ
き
あ
い
を
し
て
い

る
よ
う
だ
盜
植
樹
す
る
桜
が
こ

の
絆
を
ま
す
ま
す
深
く
強
く
し

て
く
れ
る
こ
と
を
願
檸
て
い

る
飮
と
あ
い
さ
つ
盜
婢
市
長
は

欹
日
本
と
台
湾
は
経
済
交
流
だ

け
で
な
く
欷
ア
ジ
ア
の
安
全
欷

繁
栄
の
た
め
に
も
協
力
し
て
い

け
る
飮
と
返
礼
し
た
盜
松
本
理

事
長
は
桜
植
樹
の
意
義
に
つ
い

て
欹
感
謝
の
気
持
ち
を
い
つ
ま

で
も
忘
れ
な
い
た
め
飮
と
話
し

た
盜

　
日
本
か
ら
台
湾
へ
の
桜
の
贈

呈
式
で
は
欷
静
岡
県
賀
茂
郡
河

津
町
の
三
須
敏
郎
副
町
長
が
欷

河
津
桜
の
苗
木
２
０
０
本
を
欷

烏
山
頭
ダ
ム
と
周
囲
に
張
り
巡

ら
さ
れ
た
水
路
を
管
理
す
る
嘉

南
農
田
水
利
会
の
楊
明
風
会
長

に
贈
檸
た
盜

　
植
樹
式
で
は
森
元
首
相
と
婢

市
長
欷
松
本
理
事
長
と
楊
会
長

が
ペ
ア
を
組
み
欷
ス
コ
蘖
プ
を

手
に
苗
木
を
植
樹
盜
最
後
に
欷

森
元
首
相
の
直
筆
に
よ
る
欹
絆

の
桜
飮
の
文
字
を
刻
ん
だ
記
念

の
石
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
欷

式
典
の
フ
檪
ナ
欟
レ
を
飾
檸

た
盜

　
チ
櫺
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ
ン

は
欷
台
北
歉
桃
園
歐
と
日
本

の
３
地
方
空
港
を
結
ぶ
新
し

い
定
期
便
を
就
航
さ
せ
た
盜

３
月
烙
日
に
静
岡
線
欷
鹿
児

島
線
欷
４
月
炯
日
に
富
山
線

の
運
航
を
そ
れ
ぞ
れ
開
始
し

た
盜
３
路
線
の
開
設
で
同
社

の
日
本
へ
の
定
期
便
就
航
は

灑
空
港
と
な
檸
た
盜
ま
た
欷

夏
季
ス
ケ
ジ
欒
欟
ル
か
ら
成

田
殳
高
雄
線
を
観
光
に
利
便

性
の
高
い
ダ
イ
ヤ
に
変
更
し

た
盜

　
静
岡
線
は
欷
火
・
木
・
日

曜
の
運
航
で
１
日
１
往
復
す

る
盜
静
岡
発
台
北
着
の
Ｃ
Ｉ

１
６
９
便
は
午
後
８
時
発
・

午
後
瀾
時
煥
分
着
欷
台
北
発

静
岡
着
の
Ｃ
Ｉ
１
６
８
便
は

午
後
３
時
炳
分
発
・
午
後
７

時
着
盜

　
鹿
児
島
線
も
火
・
木
・
日

曜
の
運
航
で
１
日
１
往
復
す

る
盜
鹿
児
島
発
台
北
着
の
Ｃ

Ｉ
１
１
９
便
の
火
・
木
曜
の

ダ
イ
ヤ
は
午
後
１
時
発
・
午

後
２
時
瀾
分
着
欷
日
曜
は
午

後
１
時
熄
分
発
・
午
後
２
時

燎
分
着
盜
台
北
発
鹿
児
島
着

の
Ｃ
Ｉ
１
１
８
便
の
火
・
木

曜
は
午
前
８
時
熹
分
発
・
午

後
零
時
着
欷
日
曜
は
午
前
９

時
煥
分
発
・
午
後
零
時
熄
分

着
盜

　
富
山
線
は
欷
月
・
金
曜
の

運
航
で
１
日
１
往
復
盜
富
山

発
台
北
着
の
Ｃ
Ｉ
１
７
１
便

は
午
後
零
時
熄
分
発
・
午
後

３
時
着
欷
台
北
発
富
山
着
の

Ｃ
Ｉ
１
７
０
便
は
午
前
７
時

熄
分
発
・
午
前
瀲
時
熄
分
着
盜

　
成
田
殳
高
雄
線
は
欷
東
京

発
の
便
の
高
雄
到
着
が
夜
遅

い
時
間
帯
だ
檸
た
不
便
さ
を

解
消
し
た
盜
夏
季
ス
ケ
ジ
欒

欟
ル
で
は
欷
月
・
木
・
日
曜

の
運
航
で
１
日
１
往
復
盜
成

田
発
高
雄
着
の
Ｃ
Ｉ
１
０
３

便
が
午
後
零
時
燎
分
発
・
午

後
３
時
熹
分
着
欷
高
雄
発
成

田
着
の
Ｃ
Ｉ
１
０
２
便
が
午

前
７
時
炳
分
発
・
午
前
瀲
時

燎
分
着
に
な
檸
た
盜


